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Information Society and Experience City: Historical formation and 
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選択することは、その時・その場の身体性・物質性・
限定性を体験するために






















































































































































































































































































































































































われる」（同上：170）と加藤はすでに述べていたが、現在では、3D や 4D 映画が導入された映画館は、
遊園地のアトラクションのような体験型空間になっている。











    さらに 19 世紀以降、特定の場所やそこにある事物・事象を見る価値のある商品として位置付ける「観




















5）  たとえば日本イベント産業振興協会の 1997 年の調査によれば、事故・事件、戦争、お葬式、法事な
ど人の生死にかかわる不可避な出来事や転職、転勤、退職など強制的な出来事は「イベントのイメー
ジにあわないもの」ととられる傾向がある（日本イベント産業振興協会編 1998：101）。
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